小学校部会　授業研究会（ワークショップ形式）
１　日程　15：20～16：30（70分）
	
	15：20～
	15：22～
	15：30～16：20
	16：20～16：30

	時間
	２分
	８分
	５０分
	１０分

	内        容
	指導助言者紹介（２分）
	授業に関する質疑・応答４分
緒方教諭
授業者ふり返り４分
	〇　グループ発表（５分）
〇　協議内容の交流（１０分）
る授業の在り方
柱３　思考力、判断力、表現力等を高め
するための学習カード
柱２　思考力、判断力、表現力等を育成
柱１　カリマネ・ひなたプログラム
・　授業（体つくり運動　６年）
〇　グループ協議・質疑応答
〇　研究部による協議の行い方の説明
	〇　宮内　孝　教授
指導助言

	授業者
助言者
	着席
	着席
	周回
	着席



２　授業参観の視点
	[bookmark: _GoBack]柱１　カリキュラム・マネジメントの工夫、ひなたプログラムの計画的な活用
柱２　思考力・判断力・表現力等を育成するための学習カード
柱３　思考力・判断力・表現力等を高めるための授業の在り方



３　付箋の活用
①　下記を参考に付箋に書き込む。
〇　グループ協議に活用する。
質問したいこと
疑問
（黄）
協議したいこと
課題
（赤）
良かったこと
成果
（青）





４　グループ協議の進め方
自己紹介２分　流れ確認２分　協議の柱１～３の中から２つ選んで協議を行ってもよい。　
①　グループごとに座り、簡単に自己紹介をする。（勤務校、名前、一言）
※　各グループの司会は各班の班長の先生（受付時に依頼された先生）
②　協議用紙（A３の用紙３枚×２セット）に、協議の柱から成果と課題について付箋を貼りながら、意見を出し合っていく。話し合いながら、同じキーワード・カテゴリーで分ける。
③　グループ協議では、柱１～３の中から２つ程度、選んで話し合ってもよい。
④　質疑応答は、協議の最中に授業者・指導助言者がテーブルを周っている際に随時行う。
⑤　グループ協議終了後、他のグループを見て回る時間を６分位とる。
※　グループ協議で話し合ったことをもとに、ワールドカフェ方式で説明する。
※　発表者３名を選んでおく。
⑥　最後に指導助言をしていただく。
⑦　グループ協議後にグループで話し合った資料については、研究協議後に写真撮影する。

５　会場図
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授業研究会　会次第
	一、　指導助言者紹介
二、　協議方法説明
三、　授業者ふりかえり
四、　グループ協議　質疑応答
〇　柱１　カリキュラム・マネジメントの工夫、ひなたプログラムの計画的な活用
〇　柱２　思考力、判断力、表現力等を育成するための学習カード
〇　柱３　思考力、判断力、表現力等を高めるための授業の在り方
〇　協議内容の交流
〇　グループ発表
五、　指導助言
・　宮内　　孝　教授



